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I. 81週^ '105週 (1年6ヶ月-2年)
10月3日 (81WKS)盤強絵本の「兎と亀Jの絵を見て「グウ ・グウ ・グウJといいながら持ってきた。 (アン
一本ーがいえる)
10月5日 (81WKS) rデタデタ月がJと歌うと「デタ ・デタ ・デタ ・デタ…'"・H ・"Jと何回も歌う。 (74WKS
にはじめてあらわれた童話の歌える部分だけを歌おうとの意欲一部分後唱ーが続いていると判断)
10月8日 (81WKS)採鶏1-るを歌うと， やや Pitchは違うが大体同じように歌L、かえした。
採譜7-1にたL、しては，timeはやや遅れるが.Rhytbm正しく歌いかえした。(部分葺臓の模唱や五音群ぐ




いと思われる) (ボタンを覚えた。誰のボタンでも指して「ボタン ・ボタンJという。 rコッチャγ，ハージーJ
叔父ちゃん8時だよ，起きなさいーをいうようになった。 10時でもハージである〕
「雨降りお月さん」の頁でさし絵の犬を指でさし 「デタ ・デタ・デタ H ・H ・..Jといったので「月」の頁と見くら
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(兎と亀)「グウ ・グウ ・グウ」「綾城寺の狸ばやし)「コイコイコイ」(めえめえ小山羊)「メエー 」らしL、。
t靴が鳴る)「オテテ ・オテテ」(肩たたき)「カアチャンカアチャン」(雨)「コゾコンJ(月)「デタデタ」
(この頃は家族の着物類，茶碗，箸をまちがいなく見分ける。カッチン ・カッチン一時計ーを覚えた)
松屋町筋で走る王与を見て「パパ・H ・H ・.Jー ス昼の月を見つけ「デタデタ」といっていた。10月27日 (84WKS)





























「月」の第一小楽節を歌っていた。 Miの音がややフラッ ト気味である。 4且母によく歌っ
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祖母に説明する。 rチュターターJ-7-.(1ー タ一一， rホコーキ」ー飛行機一， rコーター」ーヘリコプタ一一，
「キγチンチャ」一機関車一， rチョーポーチ γ」ー消防自動車ーがL、える。
1月1日 (95WKS) rチパバッタ，チパバッタ，ウイノカゲ」ー違いました，違いました， 百合のかげー主歌
っていた。近所の子供の歌をきいたらしL、。 r短時間の提示 melodyを模唱し得る) (温度に対する感覚が大分敏
感になった。 rウクイ」ー暖いの大阪弁ー， rチータイ」ー冷たいーをその都度いう)
















適当により出して中の曲を開くようになる。) (r雀の学校J rままごとJr汽車ぽっぽj rタやけこやけj rゆり
かごの歌Jr金魚のひるねj r木の葉Jr春よこL、j r月」のレコードを購入。(当分の問きかせる。))
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十 JL-+L;
名 (便宜的につけたもの)。 附記は身体的反応である。時計屋の庖(時計)。 おもちゃの兵隊。森の水車(水車)
…くるくる手をまわす。H ・H ・森のかじゃ (かじゃ).・..拍子にのって体を動かす。 -…・楽しいそりの遊び(遊び)
寧鑑マー チ(お船)。小鳥屋の庖(小鳥)。 カッコー ワノレツ(カッコー )。 アメリカγパトロール{パトロ ルーと教
えたが，いつの間にかパトロ ノーレカーといっていt.;)・・・・・膝にのったり抱かれて体を上下に動かす。・・…・「パトロ
ールカーを連想している)皇帝円舞曲 (皇帝}…・・この幽だけでなく， J. Straussのワルツをすべて皇帝というよ
うになった。 (作曲者の特徴をつかまえたらしい)名と結びつかなかった曲は， Gossecの「ガポッ トJrアγネ
ンポルカ」であった。以上この期間の観察から次のことがL、える。






2. 敬唱力 a. 小楽節の簡単なものから童謡全体を歌えるまでに発達する(Pitchが正確になる〉
b. はなしこ とばと歌唱ことばをくらべると後者の方がま とまるのがはやし、。 ぐ解釈カは必ずしも伴
わない)c. 紙面にはあらわし得ないが Volumeが念激に増大する。 d. レコードをきいた効果が
最も大きく歌唱にあらわれる。 e. 部分模唱から問句に対する簡単な答句を歌うことが出来るo i.筒
(8) 
単な Singing-gameが出来る。
























9月16日 (131WKS) 音感教育を行ってみた。 c.e. g; c. f. aの二つをきかせた。大体区別が出来る。
9月17日 (132WKS)c. e. g，を抽出唱で正確に唱った。(桜唱)






11 月23日 (141WKS)独りで「時計台の鐙J (トケイダイノ，カネカ・ナノレ，オロラトオク，コノボノト……)を
うたっていた。綴る時母親に歌わせて覚えたものである。何回も要求して歌わせたら喜んで歌った。





















2. 取唱 d. 歌唱能力の向上は殆んどないが， Falsettoへの移行が巧みになる。 b. 少し程度
の高い持情的な曲を好む傾向があらわれる。 C. 量謡から興味が他の遊びへそれると共に，歌調も忘
れてしまう。(赤ちゃんの時代につかったことばを忘れるのと同じと解釈)
































トJ (Go田 ec)， rメヌエヅトJ (Boccherini)，及び (Bizet)，無言歌「第一番J (Mendelssohn)， rホラ ・
スタッカートJであった。この期間は次のことがL、える。
1. 鑑賞力 d. 再び鑑賞意欲が出る。前回にくらべやや強くなり，更に教育可能の噴になると尚
一層この意欲は強くなる。 b. 簡単な絶対音楽を鑑賞する域まで高まるoff情的なもを好む傾向が続
第 2 事長
本そ13ヶ月まで 11~ i て~年6 ヶ月までいーまで 1 3れで 13年8ヶ月まで
楽曲をきく 音の出る方向を うれしい，悲し 童謡を好む。描 目立った発達は 鑑賞意欲カ~び
と限る 見て楽胞をきく いなどぬの感じ 写音楽の鑑賞を しなL、。 さかんになる。
鑑 toneに対 ことを望み喜び に敏感になる。 する。 鑑賞意欲は低下 簡単な絶対音楽
して親しみ ながらきき手足 ききながら動作 全身で楽曲を感 し注意力は他の (舞曲)も興味
を持つ で反応する。 であらわすこと じとるようであ 函へそれる。 を持ってきける
リズミカノレな速 を喜ぶ。 る。 ようになる。
笈 いものを好む。 陰旋法の歌をき
幽名と楽曲を結 陰旋法の歌を聴
簡単な旋律をき くと波く。 びつけることが いても泣かなく
きわける。 できる。 なる。
下行旋律のこ音 legat、で動機 簡単な童謡全体 裳戸への移行が Jl[l興的に自作の
唱(完全四度， 唱が歌える。 を歌える。声量 巧みになる。 持に旋律をつけ
歌 または完全五度 楽器をたたきな が士前大する。盆 ff情的な~を好 て歌う。
音程だけ)が歌 がらうたう傾向 絡レコードを鯨 むようになる。 童謡より程度の
える。 が出R賞。 いた効果が大き 意絡をもじった 高い歌をうたう
童謡の歌えるげ「 くあらわれる。 り勝手な持をつ ようになる。




騒音をきく なれない騒音や 点でI.Hる音より すべての音に対 騒音および音量 五線譜の音符の
そ と限らない 音量の大きい音 も線で出る音に する感覚が敏感 の大きい苛に対 位鐙による高低
の に恐怖心を持 興味を持つ。 になる。 する恐怖心は続 判断ができるよ
{也 マコ。 いている。 うになる。
音の出るものを 同 右 向 右 同 右 問 右
ならしたがる。
( 29 ) 
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いている。 C. 陰旋法の曲(子守唄〉をきいても泣かなくなる。
2. 致唱 a. 即興的に自作の詩に旋律をつけてうたう。 b. 童話よりも落ちついた静かな崩を好
む傾向が続<0 c. Solfaと Pitchを一致させることが出来る域に発達する。












(.5) 箕{乍秩吉:児2質問題機座.5.児意文化鱒，新喜平論社， 177頁 (1954)
(6) J. C. F伺 ter.N. E. Heade1y: Educatlon in the Kindergarten. American Book Co New-
york. 2nd ed.， p.212 (1948) 
(7) H. Riemann: Grundlinien der Music-Aesthetik (1887) (伊庭孝訳，音楽奨学，音楽の友社.47頁
(1951 )) 




Musical appreciation and expression ability of a child from 1 year and half 
to 3 years and 8 months was folowed up. 
1. The subject can appreciate tbe simple absolute music with pleasure. 
2. a. The subject can sing improvisatory song. 
b. He can sing tbe song of higher level than nursery songs. 
c. He gets the sense of solfage. 
3. Otherwise， he likes to knock things an<l to make sounds. He can relate the 
tabulature with the solfa. 
( 30 ) 
